
北九州市における緑の保全とストック効果を高める公園づくりの推進 ○
平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 北九州市・福岡県

・都市公園ストック再編のため、市民との協働による公園づくり（小学校区単位）を、現状の26校区から34校区に増加
・市民意識調査における公園緑地事業等の評価項目に該当する『公園の整備など、緑のまちづくりの推進』のポイントを、現状の0.53から0.57に増加
・地域と協働で機能再編を行った公園において、健康遊具を設置した公園の割合を、現状の14.5％から17％に増加

（H27当初） （H29末） （H31末）

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

A-1 公園 一般 北九州市 直接 549 ― ―

A-2 公園 一般 北九州市 直接 2,637 ― ―

合計 3,186

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31 策定状況

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

C-1 公園 一般 北九州市 直接 緑化推進事業 10.0

C-2 公園 一般 北九州市 直接 公園整備基本計画策定事業 基本計画策定及びワークショップ開催 50.0

合計 60

番号 備考

C-1

C-2

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

D-1 地籍整備 一般 福岡県 間接 114

合計 114

番号 備考

D-1

事業者

要素となる事業名
市町村名

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（事業箇所）

北九州市

北九州市

北九州市緑地保全等事業

北九州市都市公園ストック再編事業

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

交付対象事業

・『市民意識調査』の平均スコア（3,000人を対象とした市民意識調査における市政評価の順位１位3ポイント、2位2ポイント、3位1ポイントの合計
/有効回答者数）の5ヵ年平均値

0.53 0.55 0.57

26校区 30校区 36校区

計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象
計画の目標

Ｄ 114百万円
効果促進事業費の割合

1.8%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
3,360百万円 Ａ 3,186百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 60百万円

・都市公園における健康遊具整備率
    ＝(健康遊具を設置した都市公園数）／（都市公園数）×１００％

・校区全体の公園を対象に地域と協働で再整備計画を策定し、整備した小学校区数

　北九州市の公園緑地事業は、北九州市緑の基本計画に即して、緑の保全や身近な公園の整備などを中心とした緑のまちづくりを推進しており、市民意識調査でも高い評価を得ている。
超高齢・少子化、人口減少社会の到来を踏まえ、既存の都市公園ストックを活用し、市民と協働で子育て世代や高齢者の健康増進に資するような既存公園の機能の再編や統廃合を進める。
また、「北九州市公共施設マネジメント」を踏まえ、スポーツ施設や文化施設などの、都市機能の再構築にあわせた公園整備も推進する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

要素となる事業名 事業内容

北九州市都市公園ストック再編事業

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（面積等）

北九州市 緑のカーテンの整備

北九州市

北九州市 面積 1.35k㎡

一体的に実施することにより期待される効果
基幹事業（A-1）に先行して、土地の権利関係を明確にすることにより、事業の円滑な実施を図る。

北九州市　社会資本整備円滑化地籍整備事業 北九州市
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北九州市

北九州市

基幹事業（A-2）の効果促進事業として、整備に際し市民との協働によるワークショップを開催し（年4回程度）、子育て支援や健康づくりなど公園の計画づくりを行い、公園緑地の整備に反映させるもの。

基幹事業（A-1）の効果促進事業として、公共空間において緑のカーテンづくりを行い、緑のまちづくりの見える化を図るもの。

14.5% 17.0% 18.0%

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

北九州市 土地の買取（2.6ha、2地区）

北九州市

社会資本総合整備計画

番号 事業者



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H27 H28 H29 H30 H31

計画別流用
増△減額
（b）

- - 0 0

配分額
（a）

- - 268 224

前年度からの繰越額
（d）

- - 0 130

交付額
（c=a+b）

- - 268 224

75

翌年度繰越額
（f）

- - 130 105

支払済額
（e）

- - 138 320

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

- -

地元調整等に不
測の日数を要し
たため

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

- - 5.9% 21.2%

不用額
（h = c+d-e-f）

- - 0 0

うち未契約繰越額
（g）

- - 16



（参考図面）社会資本整備総合計画

計画の名称 北九州市における緑の保全とストック効果を高める公園づくりの推進

計画の期間 平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 北九州市・福岡県

　

交付対象

C-1

緑化推進事業

A-1

緑地保全事業

・本城特別緑地保全地区

A-1

緑地保全事業

・鬼山池特別緑地保全地区

A-2

都市公園ストック再編事業

・金剛中央公園

・吉祥寺公園

A-2

都市公園ストック再編事業

①夜宮公園

②仙水公園

③岩ヶ鼻公園

④浅生2号公園

⑤貴船公園

Ｄ-1

地籍調査

・本城特別緑地保全地区



別紙２

計画の名称： 北九州市における緑の保全とストック効果を高める公園づくりの推進

都道府県・市町村名： 北九州市         

チェック欄

①上位計画等との整合性 ○

②地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の整合性） ○

①整備計画の目標と定量的指標の整合性 ○

②定量的指標の明瞭性 ○

③目標と事業内容の整合性 ○

④事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 ○

①円滑な事業執行の環境（事業熟度、住民等の合意形成等を踏まえた事業実施の
確実性）

○

②地元の機運（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確
実性）

○

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅰ．目標の妥当性

Ⅱ．計画の効果・効率性

Ⅲ．計画の実現可能性


